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伊藤さんの事例 



伊藤の簡単な自己紹介 

• 福岡県福岡市在住（39歳） 
タトゥー大好きだった人で体中に隠れキャラ多数。 
 
• 物販歴は2年半ほど。 
 
• 商品仕入先は中国、韓国。 
 
• 主な販路はAmazon（JP）Yahoo！ショッピング、卸売り 

 



伊藤の物販ヒストリー 

• 2015年6月 
 
• 副業でせどりを開始 
簡単に仕事帰りにお買い物感覚で儲かると勘違いしはじめる。 
 



伊藤の物販ヒストリー 

2015年11月 
・1人で福岡での「せどり」に限界を感じ、 
せどりをしながら、中国輸入スクールに入る 
 
中国輸入をはじめた理由 
• 1日2時間の作業で、簡単にリピート仕入れ。 
• 外注化すれば悠々自適になれる 
と勘違いしはじめてしまう。 



伊藤の物販ヒストリー 
2016年5月 
中国輸入で月商300万到達・・・がしかし 
 
・自身の商品がなぜ売れてるか等は、全く分かってない。 
 
・自分では絶対に買わない、知人・友人にも勧められない商品を売っている。 
 
・多数の商品を扱っており、売れてる商品の裏に全く売れてない 
　不良在庫が残ってる。 
 
・棚卸の度に病む。売れない在庫を資産と計算するのか？ 
　売れない資産が利益？？ 



伊藤の物販ヒストリー 

そんな悩みを抱えつつ 
 
2016年8月 
BUPPANに加入する。 
 
しかし、すぐに悩みは解決しなかった。 



伊藤の物販ヒストリー 
2016年12月　 
BUPPANオフライン台湾セミナーの2次会にて 
 
•  AJさんにマスタープログラムを実践してない事指摘される。 

当時、せどり月商300万　中国輸入月商350万　利益率33％ほどだっ
たが 
 
• 萩原さんに、思ってるほど利益は出てないと言われ、計算すると

21％ほどだった。 
 
• しっかりと利益を出す為に単品通販をやる決意をする。 

 
 
 



なんで単品通販を選んだの？ 

私は少人数（基本１人）でやりたい。 
 
・なので大量の商品は管理出来ない。 
 
・しっかりと利益を出したい。管理が複雑だと利益が計算しにくい。 
 
・売る事をしっかり考えたい。 
 
・BUPPANの一番の強みで既に稼いでる人がいたから。 



単品通販をやって見てどうか？ 

・利益額の大きさ、目に見えて増えて行く。 
・物販の基本、原理原則を学べた。本当にやって良かった。 
・商品の見方、考え方が変わった。 
・時代が変わっても使えるスキルだと思った。 
・クオリティの良い商品を扱ってるので安心して 
　知人・友人に勧めれる。 
・なんで売れてるかが分かり楽しくり楽になった。 
・社会に貢献出来ているような喜びをえられた。 
（無い物を出すことが出来た） 
 



単品通販をやろうと決意してはじめにした事。 

・時間を確保する為に、せどりをやめた。 
 
・中国輸入の売れてない商品を捨て商品を絞った。 
 
・マスタープログラム2（リサーチ編）だけを見ながら実践だけ
して理解出来るまでやった。 
 
・オフ会を積極的に立てた。 



単品通販をやろうと決め変わった事。 
 
【自身の姿勢】 
 
・絶対にやる。当たるまでやると言う姿勢。 
 
・姿勢が変わると聞き方や聞こえ方が変わった。 
自身の状態によって響く、ささる所が全く違う。だから何度も聞いた。 
（状態とはスキル・レベル・感覚・経験・体調） 
　発言者の意図を理解出来ない。言ってくれてるのに気が付かない。 
　聞いてないのではないのだが・・・ 



単品通販をやろうと決め変わった事。 
 
【考え方】 
 
・落ちて来るまで待つ事、すぐに手を出さない。 
 
・ヘッドピンの法則 
 
・全てを積み重ねる、積み重ならない事はやらない。 
 
 



不安もあった。  
• 日々下がる売上 
• 間違ってないか？と言う不安。 
• 商品投入直前の最後の一歩 
 

そんな時に助けられた。 
・相談出来る、エネルギーを吸収出来る環境 
（オフ会、オフラインセミナー、知恵袋） 
 
・加島さんから貰った詩 
「今日も孤独と向き合おう」 
 



なんで、はじめからやらなかったか？ 
 
• 加入時に約1年前に作成してるものだったので情報が古いと
思っていた。 

• 当時、自身が裏技の様な物ばかりを探していた。 
• 売上に直結する事以外する、やる時間が無かった。 
• ちょっとやって見て出来なかった。 
• 別世界の話だと思っていた。 
• それを勉強している間に、さらに情報が古くなり使えなくなる
と思っていた。 

• 出来なかった事を考えると怖かった。 
 



ウェビナーを見てても
してしまった、失敗。 
・写真撮影・画像加工での外注化失敗。 
 
・モデルの選定ミス。 
・カメラマンへの指示不足。 
・自身の商品知識不足。 
・ラフを全く書いてない。 




